
「有楽の生涯」 

 

織田有楽の生涯 

 

 織田長益は、1547年に織田信秀（1511-1549）の 11男として尾張国（現在の愛知県西

部）で生まれました。剃髪してからは「有楽」と名乗りました。有楽の兄である、織田信長（1534-

1582）は、後に天下統一を目指した三大武将の最初の一人で、徳川幕府による中央集権的支

配へと結実しました。有楽は、2番目に天下統一した豊臣秀吉（1537-1598）、3番目に天下

統一した徳川家康（1543-1616）とも親交がありました。 

 このような有力な武将との繋がりがあったにも関わらず、有楽は武人としてよりも文化人として知ら

れ、日本史上最も影響力のある茶人、千利休（1522-1591）に師事し茶道を学びました。激

動の時代であった 16 世紀末から 17世紀初頭にかけて有楽は頻繁に茶会を開き、諸派の和議を

成立させました。後に京都の寺に隠棲した有楽は、そこに彼の代表作である茶室「如庵」を建てまし

た。 

 

青年時代 

 有楽の若い頃については、ほとんど知られていません。20 歳だった 1567年に、兄の信長が制圧

したばかりの岐阜で信長と合流しました。1581 年、カトリックの宣教師らが岐阜の地を訪れ、数百も

の人々に洗礼を授けました。確たる記録は残っていませんが、洗礼を受けた者の中に有楽も含まれ、

日本語で「ジョアン」と発音する「João」（「John」のポルトガル語）を洗礼名としてつけたとも言われ

ています。後に有楽は自身の茶室にこの名前を付けることになります。 

 1582 年に災難に見舞われました。有楽と信長が京都の本能寺を訪れたとき、信長は臣下の一

人である明智光秀（1528-1582）に裏切られ、その軍勢に本能寺を包囲されてしまったのです。

信長は捕虜になることを選ばず自害しました。信長の長男である織田信忠（1557-1582）は、

父と自害するか逃亡するかで迷っていたと伝えられています。有楽の助言に従い信忠はその場にとど

まり切腹しましたが、有楽自身は立ち去りました。 

 

茶会を通じた調和の実現 

 信長が存命のうち、有楽は織田家の指南役である茶人・千利休に師事していました。数年後、利



休が豊臣家に仕えるようになった頃に、有楽は再び利休のもとで学びました。また、ある記録によれば

有楽は利休七哲（千利休の弟子の中でも特に優れた７人の弟子）の一人として名を連ねていま

す。 

 有楽の茶道への探求心は、当時の政局においても重要な役割を果たしていました。有楽は 16

世紀後半、広範囲にわたる平和活動の一環として、数々の重要な局面で調停役として茶会に参

加しました。1585 年には、信長のかつての家臣であった豊臣秀吉と、信長の次男であり後継者の

織田信勝（1558-1630）との間での和平交渉をまとめ上げました。その後まもなく、有楽は秀吉

や、秀吉の元側近であり助言者でもあった徳川家康との茶会に参加し、1586 年には、この二人の

間の和平協定を実現させました。 

 

対立する忠誠心 

 1598 年に秀吉が亡くなると、徳川家康は権力の空白を埋めるために動き出しました。家康は、

秀吉の後継者や家臣たちとの間で争いを始め、1600年の関ヶ原の戦いで勝利を収め、将軍の座

を手にしました。有楽は、関ヶ原の戦いでは家康側の武将として活躍し、その功績により大きな領地

を授けられました。 

 秀吉の側室である淀殿（1567-1615）と、その幼い息子である秀頼（1593-1615）を除

き、家康は 1614 年までに秀吉派の残党を制圧しました。淀殿と秀頼は大坂城に立てこもり、支援

者を集め始めました。淀殿の叔父である有楽は、幾度となく淀殿に家康との和解を働きかけました

が、敵対関係が続くことに業を煮やした有楽は、1615年初頭に大坂を去りました。同年 6月、家

康の攻撃により城は陥落し、淀殿と秀頼は自害に追い込まれました。 

 

隠居 

 大坂での経験に落胆したためか、同年、有楽は京都に隠棲しました。1617 年には、建仁寺と交

渉を行い、老朽化した拝殿の一つを再建し、隠居するための住居を建てる許可を得ました。そして

1618 年には新たに完成した正伝院という名の寺院に移り住みました。その 3年後に有楽は 75歳

で亡くなり、邸宅の敷地内に葬られました。 

 

有楽が遺したもの 

 有楽の後継者や弟子たちは、「有楽流」と呼ばれる茶の流派を受け継ぎ、その伝統は現在も継承

されています。1972年 3月 23日には、有楽流の第 15代宗家（ある一族、一門において正嫡

の家系）である織田長繁（1918-1992）が、有楽苑の建設に立ち会いました。 



 有楽が茶の湯（客を招き、抹茶を立てて楽しむこと。茶道の意義に近いが、より「お茶を楽しむ」こ

とを重視する。またはその会合）で最も重視したのは、心をこめて客をもてなすこと、そして客が快適

に過ごすことでした。また、有楽は、茶人たちが大家のやり方を真に理解しないで、創意工夫すること

なく模倣することに批判的でした。有楽の主体性は、師匠の教えに縛られることなくその教えを反映さ

せた「如庵」のデザインに表れています。 


